
情報教育全体計画 中央区立久松小学校

基本的な考え方 学校教育目標 児童の実態・教師の願い
○ 情 報 を 主 体 的 に 選 択 ・ 活 用 で ○ 各 学 年 の 発 達 段 階 に 合 わ せ

き る 能 力 や 情 報 社 会 に 参 画 す 強く 正しく 豊かに た指導を進め、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ操作
る態度を育成する。 短期の重点目標「豊かな心と健やかな体の育成」 に慣れている児童が多い。

○情報活用能力の育成を通じて、 ○ほとんどの家庭でｲﾝﾀｰﾈｯﾄが
生 涯 を 通 し て 社 会 の 様 々 な 変 情報教育の目標 接 続 さ れ て お り 、 家 庭 も 含
化 に 対 応 で き る た め の 基 礎 ・ ○自分に必要な情報を主体的に収集・選択 め た情報モラルの向上が必
基本を習得する。 する力を培うとともに、積極的に発信し 要である。

○ 教 科 等 に お け る 情 報 教 育 の 環 たり伝えたりできる児童を育成する。 ○ 基 本 的 な 情 報 モ ラ ル や ル ー
境 整 備 や 情 報 機 器 類 の 活 用 、 ル を 理 解 さ せ 、 情 報 社 会 で
情報モラル教育の充実を 目 指 《情報を主体的に選択・活用するための 生 き て い く た め に 必 要 な 態
す。 情報活用能力の育成》 度を身に付けさせたい。

各学年の重点目標と目指す児童像

低学年 中学年 高学年

○情報に関心を も ち 、 学 習 し た こ ○必要な情報を集め、相手に分かりや ○ 必 要 な情 報 を 収集 ・ 選 択 して 、 効
と を 楽 し み な が ら 伝 え る こ と が すく伝えることができる子 果的に伝えることができる子
できる子

○基本的なルールやマナーを 考 え ○情報社会のルールやマナーについて ○情報社会のルールやマナー、セキ
ることができる子 知り、情報モラルの大切さについて ュリティについて考え、適切に対

考えることができる子 応することができる子

・ 遊 び の 要 素 の 多 い 活 動 を 通 し て ・情報機器の活用を通して、問題解決 ・ 情 報 機器 の 特 性を 考 え て 選択 し 、
情 報 機 器 に 触 れ 、コンピュータ 力や表現力を高め、コンピュータを 情報活用する実践力を高める。
を使う楽しさを味わう。 活用するよさを理解する。 ・ ﾒｰﾙや ｲﾝﾀｰﾈｯﾄなどの約束を理解し、

・ コ ン ピ ュ ー タ 室 の 使 い 方 や 情 報 ・具体的な事例をもとに、個人情報の マナーを守った使い方や適切な対
機 器 の 操 作 上 の約束を理解し 、 管理の大切さなどを理解し、情報モ 応ができるようにする。
守れるようにする。 ラルの意識を高める。 ・ 著 作 権の 意 味 を理 解 し 、適切な情

報発信ができるようにする。

情報教育の基本方針（ ICTの効果的活用の一層の推進）
情報活用の実践力 情報の科学的な理解 情報社会に参画する態度

課題や目的に応じて情報を収集 情報 機 器 の基 本 的 な 技能 を 身 に付 情報モラルや著作権に つ いて 理 解
・選択し、自分の考えを加えなが け 、そ れ ら の特 性 や適切な活用方法 し 、 正 しい 方 法 で情報を活用・発信
ら表現できる力を育てる。 を理解できる力を育てる。 することができる力を育てる。

低学年 低学年 低学年
・身近にある情報を集める。 ・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの起動と終了を行う。 ・ルールを守って ｺﾝﾋﾟｭｰﾀを利用しよ
・ 様 々 な 表 現 方 法 に 親 し み 、 調 べ ・ﾏｳｽの操作（ｸﾘｯｸ・ ﾄﾞﾗｯｸﾞ）を行う。 うとする。

た こ と や 伝 え た い こ と を ま と め ・描画機能を使って絵を描く。 ・正しい情報を伝えようとする。
て発表する。 ・個人情報をむやみに教えてはいけな

いことを知る。
中学年 中学年 中学年

・ 身 近 な と こ ろ か ら 課 題 に 沿 っ た ・ キー ボ ー ドで 日 本 語 入力 ・ ロ ーマ ・ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄでは、役立つ情報の他、正
情報を収集する。 字入力を行う。 しくない情報や危険な情報もあるこ

・ 集 め た 情 報 を 比 較 ・ 検 討 し な が ・データの保存や呼び出しをする。 とを知る。
ら 、 相 手 に 分 か り や す く ま と め ・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの使い方を知る。 ・文字だけの ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝは行き違いが
て発表する。 ・ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗを教師と一緒に使う。 起きやすいことを知る。

・印刷の操作方法を知る。 ・他人の創ったものを使うときは、許
可が必要なことを知る。

高学年 高学年 高学年
・ 課 題 解 決 に 必 要 な 情 報 機 器 を 活 ・ 文字 入 力 がス ム ー ズ にで き 、 文字 ・ ID やパスワードについて知る。

用して情報を収集する。 サイ ズ の 変更 や コ ピ ーな ど の 機能 ・ ｲﾝﾀｰﾈｯﾄの影響力の強さを知り、不
・ 集 め た 情 報 か ら 必 要 な情報を選 を使う。 確かな情報を発信しないようにす
択する。 ・ ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを検索して必要な情報を る。

・ 課 題 や 目 的 に 応 じ て情報を整理 収集・活用する。 ・悪意がある情報や、不適切、不正な
し 、 相 手 に 伝 わ る よ う に ま と め ・ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗの画像を活用して発表す サイトへの正しい対処法を知る。
て発表する。 る。 ・相手のことを考えて情報を収集した

・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｿﾌﾄを使って発表する。 り、発信したりすることの大切さを
・ 必要 に 応 じて 用 紙 や 印刷 方 法 を選 知る。(発信することのﾃﾞﾒﾘｯﾄも学ぶ)

び、印刷を行う。
各教科・総合的な学習の時間等 道徳 特別活動

・課題解決のために情報機器を適切に活用し、 ・著作権や個人情報の保護、ｲﾝﾀ ・学級活動、委員会活動、ク
主体的に活動しようとする態度を育てる。 ｰﾈｯﾄの 約 束 など 、情報モラル ラブ活動などで情報機器を

・課題や目的に応じて、効果的に表現しようと に つ い て 正 し く 理 解 し 、 ネ ッ 活用し発想豊かな活動を
する態度を育てる。 ト 上 の ト ラ ブ ル 等 に お け る 心 増やしていく。

・情報モラル出前授業を実施する。 情 を 考 え る 中 で 、自他への思 ・情報モラルについて話し合
平成２５年度 ６年 次年度 ４，５年 いやりや責任感、公徳心など ったり、実践していけるこ

※低学年については、年間５時間程度パソコン の心情を高める。 とを考えたりして、実行し
に親しむ時間を設ける。 ていけるようにする。

家庭・地域社会・各機関との連携 校内環境の整備
○学校ホームページの公開 ○校内規定 ○ PC 及び周辺機器の環境整備 ○視聴覚機器の充実
○地域素材の教材化 ○学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの作成・公開 ○デジタルコンテンツの活用
○中央区インターネット利用規定 ○個人情報・著作権の保護・管理 ○不正アクセス対策（セキュリティ）
○セーフティ教室 ○ガイドラインの作成（教員・児童・保護者向け） ○ LAN 環境の整備

○教職員研修の充実（ PC・ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末活用技術・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾘﾃﾗｼｰの向上）
○ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰによる黒板投影技術を用いた板書の充実と工夫
○ ipad のｶﾒﾗ機能を活用したﾘｱﾙﾀｲﾑ情報の表示による効果的な学習の研究
○ﾀﾌﾞﾚｯﾄの ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを用いた学習支援ﾂｰﾙの充実
○ｽｶｲﾌﾟ授業による様々な人々との交流活動の充実


